
 

今年度もチームメディカル（ＴＭ）ミーティング参

加の皆さんに開催された行事の報告やこれからの予

定などをお知らせいたします。 

 

ＴＭガイダンス 

4 月 15 日（土）平成２９年度チームメディカル（Ｔ

Ｍ）ガイダンスが開かれました。 

生徒 66名（１年 48人、2年 15人 3年 3人）、保護

者他 30人 計 96人が参加しました。 

冒頭、布施校長から「勉強をしっかりして欲しいが、

クラブ活動その他も頑張って欲しい。そして、人間性豊

かな医師を目指してもらいたい」というお話があり、引

き続きチームメディカルを代表して、押尾が 29 年度の

活動等について説明がありました。 

後半は東京医科歯科大学の入試アドバイザーの青木

朱美先生から「東京医科歯科大学の特色と入試概況につ

いて」のお話がありま

した。 

絶対に合格するという

強い意志、医師なりた

い明確な理由、熱い応

援メッセージをいただ

きました。 

 

 

チームコンセンサス向上研修 

4月 22日（土）13:15から第一回ＴＭミーティングが  

開かれました。参

加者は 35 名（3

年2名、2年9名、

1年 24名）でした。 

第一回目はチー

ムコンセンサス向

上研修で、NPO

「16 才の仕事塾」

からファシリテー

ターの佐藤・堀部両氏を招いて行われました。前半は佐

藤氏の講演で、「スマートホンが生活の様式を変えたよ

うに、現代は①産業革命に匹敵する IT 革命の最中であ

り、また 2050年には 65才以上が 40％を占める②少子

高齢化社会である。そして、更に③グローバル化である。

これからの社会で求められるのは『社会人基礎能力』、

これはともに働く能力である」とのことでした。 

 

 

 

 

 

後半は４、５人

のグループに分か

れての作業です。

テーマは A4 の用

紙 25枚で、ハサミ

も糊も使わないで

「紙のタワーを作

る」です。10分で

６段のタワーを完

成した班が最高で

した。作業を終え

てから、佐藤氏の

もとで振り返り、

「自分には何が不

足していたか、何

を伸ばしたいか少

しでも意識してお

こなうと成長する」

とのまとめがありました。ワークショップはこれでは終

わらず、再び、同じメンバーでのタワーつくりへの挑戦

となりました。初回では余り会話や意見交換が低調であ

ったのが、後半はコミュニケーションが活発に行われ、

そして役割分担が円滑に行われ、折る、立てる、全体を

見るという作業がすぐに行われました。 

 

< 参加者の感想や声 > 

・初めは何をしてよいか迷った。２回目は伸ばしたい主 

体性を意識したら多くのことを発言できた。 

・協力することで良い結果が得られた。チームワークが 

大切であること。 

・想像力も必要だが、それを生かす発信力や主体性も 

しっかり身に着けることも必要である。 

・さまざまな人と意見を交換し、協力して同じ課題を 

解決するために努力することの必要性。 

・みんなで力を合わせれば色々なアイデアがでてくる。 

・２回目は全員が共通理解をしていたのでスムースに 

作業が進んだ。 

・役割を決めて、協力して作成することでチームワー 

クが生まれ、結果のでることがわかった。 

 

 

 

 

 

 



第二回 TMミーティング；講演会 

 

5月13日（土）

に TM ミーテ

ィングがあり

ました。生徒、

保護者４５名

が参加しまし

た。 

今回は、現職臨

床医の横浜市立みなと赤十字病院 渡辺孝之副院長

(S51 卒)と、駿台予備校 医歯薬専門校舎・特別指導コ

ース校舎 宮辺正大校舎長のご講演でした。 

渡辺氏からは『医師という職業の魅力―第一部 糖尿

病の話、第二部 医師になるまでとなってから』のタイ

トルでお話しがありました。 

第一部の糖尿病の話では、糖尿病の歴史、患者人口の

推移と医療費の問題、糖尿病とはどんな病気なのか、糖

尿病と合併症の話、治療法や予防など糖尿病について広

範囲のお話がありました。第二部では、戸山高校時代、

医学部入試の難しさ、その困難を克服するための努力に

ついて詳しく話されました。ご自身の学生時代や研修医

時のエピソードなども紹介されました。現在の医学部教

育についてのお話し、医師として患者に接する姿勢や医

師の魅力などを具体的にあげられ、後輩であるＴＭ生に

熱心に語られていました。講演後は、生徒から他数の質

問が出ましたが、わかりやすくご回答してくださいまし

た。 

 

短時間の休憩後、宮辺氏からは『医学部を受験するこ

ととは』というタイトルでお話がありました。 

 近年の医学部定員の推移と受験倍率、面接試験の内容、

センター試験での得点率、私大医学部入試の現状など、

多岐に亘り解説がありました。国公立大学医学部の合格

者と不合格者の中学３年生からの模擬試験の追跡結果

によると、中3から高2までは両者の差は殆ど無いのに、

高 3 になって顕著な差が出ていたというお話もありま

した。「医学部合格には秘策はなく、地道に基礎を固め

た人が高 3で力を発揮し合格している」という分析でし

た。非常に参考になるお話でした。   

 

 

今後の予定 

         

5月 24日～30日 ＴＭ個別面談 日時・場所は個人別

に配布 

5月 28日(日) スタディサポート実施 時程表を配布 

 

☆6 月 12 日（月） 論文下書き（Ａ４で１枚）提出締

め切り。指定された形式に従って作

成のこと 

 

6月 24日（土） 大学医学部の研究者の講演 

         東京女子医科大学がんセンター長 

 林和彦氏 

 

7 月 15 日（土） 世界脳週間イベント（国立精神・神

経医療研究センター…小平）への参

加募集あり 

7月 27日（木） 東京都立大塚病院体験実習 

参加募集あり 

 

8月 3日（木） 東京都医学総合研究所（上北沢）訪問 

夏の体験セミナー参加募集あり 

 

8月 7日（月） 自治医科大学体験研修参加（栃木） 

 

8月 23日（水）  東京都立駒込病院体験実習 

参加募集あり 

夏季休業期間には大学や病院での体験研修も予定さ

れていますので、決まり次第お知らせします。  

         

＊ 6 月 17 日（土）には戸山ＴＯＣ（旧土曜公開講座）

にて『終末期医療の現況』についての講演があり、

参加が可能です。 

＊ 7月 20日（木）  防衛医科大学にてオープンキャ 

         ンパスが開かれます。 


